
KANSAI UNIVERSITY NEWS LETTER — No.33 — June,201301 June,2013 — No.33 — KANSAI UNIVERSITY NEWS LETTER 02

Tops Interview

■対談

◆ニコニコ動画は動画サービスではない

楠見　ニコニコ動画はなかなか面白いシステムですね。書き込
みができるというのは素晴らしい。
杉本　ありがとうございます。今でこそそう言ってもらえる時
代になりましたが、サービスを開始した当初は、動画の上に違
う要素であるコメントが表示されるのを見て、「これは一体なん
なんですか？」と言われることが多かったですね。
楠見　どのような方が主に利用されているのですか？
杉本　登録者は3300万人を越えましたが、利用者像に一貫性が
なく、面白いと感じていることもさまざま。その状態が、メディ
アとして新しい形だと感じています。
楠見　どのようなところがそんなに多くの方に支持されている
のでしょう？
杉本　見た目がユーチューブの画面にコメントが載っているよ
うなものなので、ユーチューブみたいな動画サービスという印
象を持たれる方が多いのですが、実は私たちはそう思っていま
せん。もちろん、形態からしたら動画サービスですが、動画コ
ンテンツを１つの軸に、見ている人たちが思っていることをしゃ
べり合い、同じものを面白いと思える人が集まってコミュニティ
を作っている、その行為そのものが、サービスのコアだと思っ
ています。

◆国語力がニコニコ動画を面白くする

楠見　選挙前には政治討論会をやっていましたね。以前ならテ
レビで討論していた政治家が、活動の場をインターネットにシ
フトしてきているように思われますが。
杉本　政治家の方々は有権者がどこにいるのかということに対
する感度が非常に高い。今はテレビ以上の訴求力をインターネッ
トが持ち始めていると、討論番組に出られる現職議員の方、候
補者の方が感じられているのかもしれません。ライブストリー
ミングの場合には、同時に数万人がご覧になり、その視聴者か
らのコメントがライブで表示されます。出演者の方々にはなる
べく視聴者からのコメントを見ていただくようにしています。
出演者の発言に対して、「そりゃ違うよ」という反論もあれば、
肯定する意見もあります。コメントを見ていただいた上で、そ
れに対しての説明や再反論をしていただくことで、よりライブ
感やリアリティがある有権者との直接対話の場が実現します。
これは決してテレビではできない環境だと思います。
楠見　ニコニコ動画のようなものは海外にもあるのですか？
杉本　あまりないですね。ニコニコ動画のようなスタイルをま
ねてもあまりはやる環境を作れないというのが実情のようです。
これは少し私の個人的な見解ですが、日本人は国語力が非常に
高い。高いゆえに、言葉遊びを楽しんだり、二次的な創作をし
たりといった遊びを昔からやってきた民族だと思うんです。ニ
コニコ動画上のコミュニケーションも、テキストで情報を伝え
ることを遊びにして楽しんでいることが結構多い。たとえば、
楠見先生がご出演されて、動画の最後に「皆さん、どうもあり
がとうございました。」と挨拶されたとします。そうすると、きっ
と画面上が８の数字で埋まります。これは、「パチパチパチ」の
拍手を表していて、スタンディングオベーションのお決まりの
表現なんです。こういう流行がニコニコ動画上ではたくさん見
て取れます。それがコミュニケーションの中からすべて起こっ
てくるということが見ていて面白いです。

◆世界中の大学の講義をネットで学ぶ

楠見　大学ではITを使っていかに授業を効果的に行うかといっ
た取り組みを行っています。教育の質を高めるためには一方通
行の授業ではなく双方向で行う。インターネットを利用するこ
とで、教室だけでなく遠隔地でも授業を受けられるなど、いろ

再生される動画にコメントを付けられる「ニコニコ動画」は
登録会員数3300万人以上、１日のページビュー約1億8000万、
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ニワンゴの杉本誠司社長が明かすインターネットや若者たちの今は、
これからの大学教育のあり方に対する示唆に富んでいる。
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ンにしていくことで、逆に価値が高まるだろうと考えています。
それはエンターテインメントはもちろん、カリキュラムである
とか、学術的な内容になればなおさらではないでしょうか。こ
れまでの大学教育の考え方としては、コンテンツそのもの、つ
まり講義自体が課金対象になっていましたが、今のお話では講
義から得られる成果物に対して課金をしていくというように、
課金対象が変わっていることがポイントだと思いました。
 講義を全部あるいは全部でなくても、それが求める人にとっ
て求められている内容なのかどうか分かるレベルまで公開して
いくことは、その付加価値を欲しいと思っている人の意欲を最
大限に引き上げる効果があると思います。これは、多くの大学
に積極的にやっていただきたいと思います。そのために、仮に
私たちのツールがお役立ちできるのであれば、それはぜひ活用
していただきたいと思います。

◆ IT活用で学修時間の確保

楠見　世界の中で日本の大学生は勉強時間が少ないとか、入学
するまでは勉強しますが、入ってからはあまり勉強しないと言
われます。学生の学修時間をいかに確保するかも大きな課題だ
と感じています。学生にはやりたいことがたくさんあります。
教室ではもちろんしっかり教えますが、仮に出席できなかった
ら、例えば、動画配信を利用して代わりにどこでも授業が受け
られる、夜中でもいつでも受講できるようにするというやり方
も考えられます。そのような工夫によって、学修時間を確保し、
教育の質を高めていく。こういうところにもインターネットの
活用を考えていかなければならないでしょう。
 ITの活用では、ｅラーニングシステムの導入も進めていきた
いと考えています。本学には独自で開発したｅラーニングシス
テムがありまして、これがなかなか評判が良いのです。開発し
た冬木正彦名誉教授は、平成24年度文部科学大臣表彰科学技術
賞を受賞しました。

◆授業中にツイッターで発言させる

楠見　授業に対して学生がどのように感じているのか、ニコニ
コ動画のようにリアルタイムでコメントが届くようにしたら授
業は変わるかもしれませんね。教える側からしたらしんどいか
もしれないですが。
杉本　双方の緊張感が高まるので、授業の質は上がると思いま
す。
楠見　全部の授業でなくても、何回かに1度そのようなことを
やるだけでも効果はありそうです。学生からもどんどん発言が
出てくるような双方向性の高い授業をやりたくても、学生はな
かなか手を挙げません。しかし、インターネットを上手に利用
すれば、学生からいろいろなコメントが返ってくることが期待
できます。
杉本　私も何回かインターネットを使っての発言を試したこと
があります。「講義の最中でも構わないので、ツイッターを使っ
て書き込んでください」と伝え、そのコメントをみんなが読め
るように投影してもらうのです。感想でも質問でもなんでもい

い、私がピックアップして応対するという流れをつくると、学
生は発言しやすくなるようです。
楠見　日本人は手を挙げて堂々と自分の意見を主張する訓練を
受けていないんですね。どちらかといえば小学1年生の時が一
番手が挙がって、学年が進行して行くにつれてだんだんと挙が
らなくなっていく。目立つのが良くないという雰囲気が日本で
はあるんです。それが大学生になると極端に手を挙げなくなっ
てくる。
 それに対して、海外の授業ではどんどん質問が出てくる。く
だらないことでも、気が引けるなんてことはないんです。今、
グローバルな人材の養成とよく言われます。グローバルな人材
に求められるのは、やはりコミュニケーション力です。ただ単
に語学を話せることではなく、人前でも堂々と発言できる力を
付けるまで、ITの技術を使っていくというのも、グローバルな
コミュニケーションを育てていくには役に立つと思います。
杉本　ツイッターを使って発言を促すと面白いのは、社会人を
対象にしたシンポジウムでやると、全然発言が出てこないんで
す。特定の方が少しつぶやく程度で、基本的には私の話してい
る内容をリツィートするばかりなんです。学生を対象にしたと
きは、質問も出てきますし、こう思うという意見も出てきます。
そういう意味では学生の方が積極的だし、ピュアだし、自分の
情報を持っているという印象があります。
楠見　今の若い人は物心ついた頃から周りにネット環境があり
ますから、ツールを使うレベルではものすごく高いと思います。
ツイッターの使い方にしてもリテラシーが高いのではないでしょ
うか。その若い人の持つ感覚に対して昔の授業の流れではなく、
変えていかないといけないことがおそらくあるのだと思います。
今の人は新聞を読まない、活字媒体を読まないとよく言われま
す。しかし、通学の途中でスマホを見たりして、彼らはどこか
で情報を得ているのです。
杉本　インターネットのほとんどは実はテキストデータですか
ら、テキストそのものとは触れ合っているのです。
楠見　私の研究室に新聞を置いているのですが、特定の学生し
か読みません。しかしながら、結構知識を持っている学生は多
い。いろいろな媒体をうまく活用しているのでしょう。総じて
40、50代に比べ、今の20代は多様なメディアを活用している
という感じがします。

◆意味の分からないことこそ意味がある

楠見　ところで、ニワンゴの親会社のドワンゴという社名はど
のような意味があるのですか？
杉本　今、世の中は、1つ1つのことがらについて、意味を求め
られます。それは既存の価値観の中で存在意義を求められてい
るわけですが、そこから外れたものは意味の分からないこと、
訳の分からないこととされてしまう。しかし、そういうことは
逆説的に考えると非常にクリエイティビティに溢れているし、
新しい可能性を含んでいると考えることができます。人に理解
されない、人に説明しても意味を持たないことに対しては、私
たちはすごく意味を感じています。頓知みたいな話ですが。そ

して、ドワンゴが設立された当初、検索しても検索結果が出て
こない言葉を探した時に、行き当たったのがドワンゴ。諸説あ
るのですが、これが社名の由来です。
楠見　お話を伺って、国内外に全く無かったものを創り出した
独創性を非常に感じました。ニコニコ動画の今後はどうなって
いくのでしょう？
杉本　ニコニコ動画はユーザー一人一人にとって自分が自分で
あることを認識できる場であり、拠り所にされています。彼ら
は自分が自分であることの情報を発信しそれを人に認められる、
アウトプットの場所があるということに、非常に喜びを感じて
いる。極端な言い方をすればそこに生きる活力を見いだしてい
る。それが、インターネットの中で本当に良いのかは分かりま
せんが、今後も若い方を中心にそういった場所を求める欲求が
あるのならば、自分自身の存在を支えるあるいは他人と一緒に
支えていく場所として、私たちはニコニコ動画というサービス
を作っていきたい。明日の活力を養っていただける場所として、
より多くの人に関わっていただきたいと思っています。
楠見　今後もいろいろなことができそうですね
杉本　はい。しかし、ニコニコ動画は結局サービスなりツール
なので、使っていただく方がどうするかがポイント。さまざま
な方々に有効活用をしていただきたいと思います。

いろなことがITを使うことでできるようになってきました。文
科省も今まではフェイス・トゥ・フェイスの授業でなければ単
位を認めないとしてきましたが、だんだんｅラーニングなど対
面型ではない授業を取り入れた場合でも単位を認める方向へと
変わってきています。
 また、世界的な潮流としてオープンコースウエア（OCW）な
ど、講義をインターネットを通じて無償で公開する活動が広がっ
ています。マサチューセッツ工科大学から始まったこの活動は、
その後に世界に広がり、我が国でも多くの大学が取り組んでお
り、本学も日本オープンコースウエア・コンソーシアムに加盟
しています。OCWでは例えば、アメリカの有名大学の講義を
その大学の学生でなくても、世界中、誰でも無料で見ることが
できます。ただし、教育的な指導は通常受けることができませ
んし、単位を取得したいとなると、学費を納め、指導を受け、
講義の内容をきちんと習得したかの認定を受けなければなりま
せん。アメリカの大学もアジアの主な大学でもそういう方向に
進み、日本もそうなっていくでしょう。そうならないと、大学
はおそらく、世界からそっぽを向かれてしまいます。このよう
な世界の大学の動きに対して、ニコニコ動画のようなサービス
にはヒントがあると、お話を伺いながら感じていました。
杉本　私たちの考え方としては、基本的にコンテンツをオープ
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幕張メッセで開催された
「ニコニコ超パーティーⅡ」。
観客とネット試聴を合わせ、

2日間で111万人を動員


